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Ni さ ヾ 
人 @ バ ンド ウイ ルカ の 「 レ グル ス 」 

ロッ キー ワー ルド 「 イ ルカ の 海 ] で 、 元 気 い っ ぱ 
い に 泳 ぐ で イル カ た ちの 中 に 、 の ん びり と 休ん で い 
る 、 ひ と きわ 大 き な バ ンド ウイ ルカ が いま す 。 こ 
の イル カ は 、 推 定年 齢 20 歳 の オス (体長 314m、 
体重 345kg) で 、 名 前 を 「 レ グル ス 」 と いい ます 。 
「 レ グル ス 」 は 、 バン ドウ イル カ の 緊 殖 に 貢献 し て 
も ら お うと 、 平 成 9 年 12 月 に 和歌 山県 の 太 地 か ら 
や っ て 来 ま し た 。 搬 入 当 初 か ら あ まり 泳 が ず に 水 
面 で 浮い て いる こと が 多く 、 体 の 調 で も 悪い の 
で は と 心配 し まし た が 、 後に な つっ て これ は 「 レ グ 
ルス 」 の 休息 スタ イル だ と 分 か り ま し た 。 川 に 
来 て 1 年 8 ヶ月 後に は 「 レ グル ス 」 を 父親 と し た 意 
願 の ゴイ ルカ が 誕生 し 、 そ の 後 も 2 頭 の デイ ルカ が 
生ま れ て いま す 。 さ ら に 、 平成 15 年 、 日 本 で 初め 
て 人 工 授精 に より 誕生 し た 「 サ ニー」 や 翌年 生ま 
れ た 「 ウ ィ ル 」 は 、 い ずれ も 「 レ グル ス 」 の 精 そ 
を 用 いた 人 工 授精 ベビ ー で す 。 こ の よう に 「 レ グ 
ルス ] は 、 繁 殖 計画 の 目的 を 立派 に 果たし て くれ 
て いま す 。 

一 番 体 が 大 きく 、 最 も パワ ー の 強い 「 レ グル ス 」 
で す が 、 性 格 は 温 硫 で と て も 人 な つつ っ こい 一 面 が 
あり 、 お 客 様 と イル カ と が 剖 れ 合え る 「 ラ ブリ ー ド 
ルフ ィ ン 」 で も 人 気 者 で す 。「 レ グル ス 」 は 、 華 や か 
な パフ ォ ー マ ンス に 出場 する こと は あり ませ ん が 、 
これ か ら も イル カ の 緊 殖 や 人 と の 触れ 含 い な ど で 
活躍 し こも らい た いと 願っ て いま す 。 (で 塚 梨絵) 


人 バン ドウ イル カ 7z/s7ops cg な の 「 レ グル ス 」 


る マン ボウ の 幼 秋 


平成 17 年 4 月 20 日 、 千 葉 県 勝浦 油 で キン メダ 
イ 漁 の 操業 中 に 釣り 餌 を 追い か け て きた 体長 わ 
ず か 22cm の マン ボウ の 幼 明 が 網 で 捕 猫 され 、 
当館 に 搬入 され まし た 。 体 長 10cm 前 後 の マ ン 
ボウ の 稚魚 は 「 う ち わ 型 」 を し て いる こと が 知 
られ て いま す 。 こ の マン ボウ の 幼 明 は 変態 の 途 
中 と 思わ れ 、 扇 平 な 体 は 銀色 に 美しく 光り 輝い 
て いま し た 。 マ ン ボ ウ は 体長 3m、 体 重 2t 以 上 
に も 成長 し ます が 、 そ の 生活 史 に は 謎 が 多く 、 
特に 幼魚 の 生活 に つい て は 人 至 く 知ら れ て いま せ 
ん 。 鴨川 近海 で は 和 か ら 稚 に か け て 多く の マン 
ボウ が 回 遊 し こき ます が 、 こ れ ほ ど 小 さ な マ ン 
ボウ が 捕獲 され た の は 当館 開館 以来 初め て で 
す 。 ち な み に 、 こ れ ま で の 最小 記録 は 体長 
35cm で し た 。 

水族 館 に 到着 後 、 背 ビレ の 付け 根 に 寄生 し て 
いた た くさ ん の 寄生 虫 (ペン ネ ラ の 一 種 ) を て 
いね い に 取 り 除 き 、 そ っ と 水 そ うに 収容 し まし 
た 。 遊 泳 す る 姿 は マン ボウ が 持つ の ん びり 屋 の 
イメ ー ジ と は 違い 、 背 ビレ と シリ ビレ を ぜん ま 
い 仕 掛け の オモ チャ の よう に 動か し 、 と て も か 
わい く 見 えま し た 。 し か し 、 特 に 環境 の 変化 に 
弱い の か 、 水 そう に 収容 し た 直後 か ら 遊 泳 が 安 
定 せ ず 、 残 礼 な が ら 搬 入 後 2 日 目 に 死亡 し て し 
まい まし た 。 小 さ な マ ン ボ ウ の 幼 舟 が 大 海原 の 
どこ で どの よう な 生活 を し て いる の か ? 好奇 心 
を か きた て られ る 2 日 間 で し た 。 


^ ム マンボウ 7o/z mo/ な の 幼 急 


人 具 の 朋美 を わた し 達 の 手 で 守り まし ょ う / 
@WWF は 1961 年 に 身 立 され た 民間 自然 人 江 較 体 で す 。、WWF の 会 員 内 
に な っ て 世界 の 自然 を 守る 活動 に 用 を 園 し て くだ さい ご 向 望 の 
万 は 入会 案内 を 下記 まで ご 清家 くだ さい 。 (My 
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ムシ ャ チ の 体長 測定 


多く の 生き 物 を 飼育 し て いる 水族 館 で は 、 定 期 
的 に 体長 や 体重 な ど を 計測 し て 健康 管理 に 役立て 
て いま す 。 継 続 し て 計測 する こと に より 、 そ の 種 
や 個体 の 成長 の 様 す が 分 か っ て きま す 。 そ の 他 、 
イル カ の 尾ビレ の 幅 や セイ ウチ の キバ の 長 さ な ど 
も 計測 し て いま す が 、 野 生 動 物 で は 、 こ れ ら を 定 
期 的 に 正確 に 計測 する こと は 非常 に 難し く 、 飼 育 
し て いる 生き 物 か ら 得 ら れ た 数 値 が 大 変 買 重 な デ 
ー タ と な り ま す 。 

それ ぞ れ の 生き 物 で 計測 する 部 位 や 方 法 は さま 
ざま で す が 、 こ こ で は 鴨川 シー ワー ルド で 飼育 し 
て いる 代表 的 な 生き 物 に つい て 紹介 し ます 。 


イル カ や アシ カ の 体長 を は か る 

体長 の 計測 は 成長 状態 を 知る た め に 必要 な こと 
で す 。 イ ルカ や アシ カ は 了 上 の 先端 か ら 尾 まで が 体 
長 で す 。 水 中 生活 を し て いる イル カ の 体長 測定 は 、 
掃除 な ど で プ ー ル の 水 を 抜い て 空 に し た 時 や 、 イ 
ルカ を プー ル か ら 移 動 す る た め に 担 連 に 乗せ て 吊 
り 上 げた 時 な ど に 行う こと が あり ます が 、 大型 の 
シャ チ の 場合 に は な か な か ぼ 軽 に 計る こと は で き 
ませ ん 。 そ こ で 訓練 に より 、 水 面 で 静止 し た 状態 
に し て 計測 し ます 。 ア シカ の 体長 も 、 訓練 に より 
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床 に 伏せ た 状態 に し て 行い ます 。 ア シカ の 体 が ま 
っ つ す ぐに 伸び て いる 状態 で 計り ます が 、 ア シカ は 
首 を すく め る こと が で きる の で 、 首 が 伸び て いる 
こと を し っ か り 確 認 し な けれ ば な り ま せん 。 最 も 
大 き な バ ンド ウイ ルカ の 「 レ グル ス 」 の 体長 は 
314cm、 カ リフ ォ ル ニア アシ カ の 「 ボ ポン]」 の 体長 
は 214cm で す 。 


ム ア シ カ の 体長 測定 


イル カカ や アシ カ の 体重 を は か る 

体重 の 計測 は 、 栄 養 状態 や 発育 の 程度 を 知る た 
め に 必要 な こと で あり 、 健 康 状態 を 判断 し 適正 な 
給 餌 量 を 決定 する 上 で 欠か せな い 作 業 で す 。 イ ル 


力 の 体重 測定 は 、 以 前 は プー ル の 水 を 抜い て イル 
力 を 担架 に 乗せ 、 レ ッ カ ー 車 で 持ち 上 げ て 吊り 竹 
で 計測 する と いう 大 が か りな も の で し た 。 ま た 、 
アシ カ で は 特製 の 朴 に いれ て か ら 、 力 自慢 の 係員 
が 大 勢 で 棋 ご と 持ち 上 げ て 計測 し て いま し た 。 し 
か し 現在 で は 、 特 製 の 台 程 ( 電 ゴ 各 量 計 ) を 使用 
し 、 その 上 に イル カ や アシ カ が 自ら 乗る よう に 訓 
練 を し て 体重 測定 を 行っ て いま す 。 大 型 の シャ チ 
や セイ ウチ や トド な ども 自ら 体重 計 の 上 に 乗る よ 
うに な り 、 人 に も 動物 に も 負担 が な く 安 全 で 簡単 
に 計測 が で きる よう に な り ま し た 。 


ーー マグ で さら! ま 
人 ム セ イ ウチ の 体重 測定 (タッ ク の 体重 は 1.100kg) 


また 、 シ ャ チ や イル カ で は 体重 を 直接 計る こと 
が で き な く て も 、 受 まで に 蓄え た デー タ に より 体 
長 と 胴回り が 分 か れ ば 、 計算 に よっ て か な り 正 確 
に 体重 を 推定 する こと も で きる よう に な っ て いま 
す 。 鴨 川 シー ワー ルド で 最も 大 き な シ ャ チ 、「 ピ ン 
ゴ ] の 体長 は 6.5m で 胴回り は 3.7m で す 。 こ れ ら 
の 値 か ら 体重 を 推定 する と 約 3,.750kg に な り ま す 。 


マン ボウ の 体重 を は か る 

明 類 は 、 水 そう の 大 き さ や 水温 な どの 飼育 環境 
に よっ て も 食べ る エサ の 量 が 異な り ま す 。 飼 育 が 
難し い マ ン ボ ウ に は 、 体 重 の 1 一 2% の エサ を 毎日 
正確 に 与え て いま す 。 し か し 、 体 が 大 きく 傷つき 
や すい マン ボウ の 体重 を 定期 的 に 計る こと は で き 
ませ ん 。 そ こ で 、 体 長 を 計り その 値 か ら 体重 を 推 
測 し て いま す 。 量 礁 と な る デー タ は 、 近 く の 昌 川 
漁港 で 水揚げ され た マン ボウ の 体長 と 体重 を こま 
め に 記録 し こま と め た も の で す 。 こ の デー タ は 大 
変 下 重 な も の で 、 飼 育 し て いる マン ボウ の 体長 を 
計る こと で 、 ほ ば 正確 に 体重 を 求め る こと が で き 
ます 。 現在 飼育 され て いる 最も 大 き な マ ン ボ ウ の 
体長 は 133cm で 、 こ の 値 か ら 体重 を 推定 する と 約 
125kg に な り ま す 。 


マン ボウ の 体長 と 体重 の 関係 


し か し 、 体 長 を 測定 する の も 大 変 で 、 体 表 を 傷 
つけ な いよ うに ダイ バー が 水中 に 入り 、 マ ン ボ ウ 
を 水面 まで 誘導 し て 浮か せ た 状 態 で 計っ つて いま す 。 


人 ム マ ン ボ ウ の 体長 演 定 


(金野 征 記 、 大 澤 彰久 ) 


昨年 、 鴨 川 シ ー ワ ー ル ド の 前 の 東条 海岸 に 姿 を 現 
し て 話題 に な つた 、 ゴ マフ アザ ラ シ の カモ ちゃ ん が 
今年 も 姿 を 現し まし た 。 昨 年 は 3 月 9 日 に 現れ 、4 月 
16 日 に 換毛 ( 毛 換わり ) が 終わ る と 共に 次 を 消し ま 
し た 。 そ れ か ら 9 ヶ 月 後 、 今 年 の 1 月 16 日 に 「 海 に 
アザ ラ シ が いる ! 」 と の 連絡 を 受け 、 ビ デオ カメ ラ 
を ぼ に 海岸 に 駆け つけ る と 、 海 面 に 時 る 顔 を 上 げ る 
アザ ラ シ の 傘 が 確認 で きま し た 。 し ば らく する と 、 


ーーーーーーー ニ ーーーーーーー 


ム 換 毛 中 上 中 し て いる 時 間 が 多く 気持 ちよ さそ う 


ムタ 碁 れ の 海岸 に 上 肝 し た カモ ちゃ ん 
その アザ ラ シ は 警戒 する 様 〒 も な く 砂 浜 へ と 上 が つ 
て きま し た 。 ビ デオ の ズー ム を 目 一 杯 に し て ファ イ 
ンダ ー を の ぞ き こむ と 「 ど こ か で 見 た よう な 顔 …]。 
そこ で 昨年 の カモ ちゃ ん の 写真 と 模様 を 比べ て みる 
と 同じ アザ ラ シ で ある こと が 分 か り ま し た 。 


レン ーー デー デ 
人 ムカ メラ 目 如 ? 


換毛 が 終 マ する と 北 の 海 に 帰る も の と 思っ て いま 
し た が 、 今 年 は 換毛 後 も し ば らく 居座り 、 結 局 5 月 4 
日 まで の 約 4 ヶ月 も の 滞在 と な り ま し た 。 海岸 に 現 
れ た 当初 は テレ ビ や 新聞 な ど で さ か ん に 取り 上 げ ら 
れ 、 休 日 に は 一 目 姿 を 見 よう と た くさ ん の 見 物 人 が 
来 て いま し た が 、 時 と 共に 見 守る 人 も 少な く な っ て 
いま し た 。 静 か に な つた 海岸 で 落ち 着い て 過ごせ た 
の か 、 小 枝 を くわ えて 遊ん だ り 、 時 に は サー ファ ー 
Et 
。 来 年 も この エサ が 豊富 で 美しい 鴨川 の 海 を 思 
EE 
(浅井 健吾 ) 


ン ン ボル ド ベ シキ ジ C の ) 
ーー て そ 5 化 に 挑戦 


フン ボル トペ ン ギ ン の 人 工 必 化 に 取り 組み ま 
し た 。 一 組 の ペア が 昨年 1 1 月 10 日 に 巣 の 外 で 産 
卵 し て し まっ た の で 、 人 工 必 化 に 切り 替え た も 
の で す 。 フ ン ボ ルト ペン ギン は 自然 界 で は 絶 減 
の 危機 に 瀬 し て いま す が 日 本 の 環境 に は 慣れ や 
すく 、 多 く の 水 族 館 や 動物 園 で 飼育 され て いる 
種類 で す 。 

避 卵 器 の 温度 は 37.0 て 37.5C、 湿 度 は 90% 
前 後に 保ち まし た 。 ヒ ナ の 体 の も と に な る 豚 が 
卵 の 膜 に こっ つい て し まう の を 防ぐ た め に 卵 を 
ひっ くり 返す 「 転 卵 」、 抵 抗力 を 増す た め に 心 卵 
器 か ら 卵 を 出し て 一 時 的 に 冷 ま す 「 放 冷 」 を 1 日 
3 回 行い まし た 。 ま た 、1 週 間 に 一 度 行 っ た 「 検 
卵 ] は な に より の 楽し み で し た 。 暗 い 部 屋 の 中 
で 卵 に 光 を 当て て 中 身 を 透かし て 見 る と 、 産 卵 
後 7 日 目 に ヒナ の も と に な る 腔 と 血管 が 見 え 、20 
日 目 に は 腔 が 大 きく 成長 し 卵 の 半分 を 占め る 黒 
い 影 と な り ま し た 。 


人 検 卵 中 (15 日 目 頃 ) 


30 日 を 過ぎ た 頃 に は 卵 の 中 で ヒナ が 動い て い 
る の が 確認 で きま し た 。 そ し て 、39 日 目 に は い 
よい よ ヒ ナ が 自ら の クチ バシ で 卵 の 殻 を 割る 
「 は し 打ち 」 が 始ま り 、41 日 目 の 12 月 20 日 に 殻 
を 破っ て 元気 な ヒナ が 出 て きま し た 。 


人 る ふ ー う つか れ た … 

その 後 は 育 すう 箱 に 移し て 、 上 巣立ち まで の 3 ヶ 
月 間 、 係 員 が エサ を 与え る な ど ご 親代わり と な り 
育て まし た 。 こ の ず 育 て の 様 は 期間 限定 の 
「 ア ニ マ アウ ト ガ イド 」 と し て お 客 さ ま の 前 で 紹 
介する こと も で きま し た 。 

この 体験 を 活か し 、 こ れ か ら は オウ サマ ペン 
ギン な どの 極地 ペン ギン の 人 工 必 化 に も 挑戦 し 
た いと 思い ます 。 


7 」 


お 食事 中 (1 2 0 (野口 寺 まそ ) 


ュ ゴ の 


久具 川 の 海 か ら ラ イブ 映像 


太平 洋 を 目 の 
前 に し た 南 房総 
国定 公園 内 に 位 
- 置 し て いる 際 川 
ジー ワー ルド の 
天候 、 海 や 園内 
の 様 耳 を リア ル 
タイ ム で 紹介 し 
有一 だ いと 、 4 月 30 
日 か ら ホ ー ム ページ (httD://Www.KarmO98Wg- 
SeawOrldJjD) 上 で ライ ブ 映 像 の 配信 を 始め まし 
た 。 ラ イブ カメ ラ は 、 隣 接する 鴨川 シー ワー ルド 
ホテ ル の 屋上 に 設置 され て いて 、 画 面 上 で 上 下 左 
右 の コン トロ ー ル が 可能 で す 。 ロ ッ キ ー ワ ー ル ド 
や オー シャ ンス タ ジ ム の 他 、 東条 海岸 の 様 も 見 
る こと が 出来 ます の で 、 雄 大 な 太平 洋 の 美 し さ と 
鴨川 シー ワー ルド の 魅力 を 充分 に お 楽し みく だ さ 
い 。 


(田中 亮 ) 


で トビ アイ ラン ド で 新しい 3 叩 


輸 川 シー ワー 
ルド を 訪れ る お 
宮 様 か ら の 強い 
要望 を 受け て 海 
を テー マ に し た 
婚礼 プラ ン を ス 
ター ド し 、 す で 
に 4 組 の カッ プル 
が ゴー ルイ ン し 
て いま す 。 大 水槽 を 前 に し た トロ ピカ ル ア イ ラン 
ド で の 人 前 式 や 、 キ リス ト 教 式 な ど 、 普 通 の 結婚 
式 と は 一 味 違っ た 神秘 的 な 雰囲気 の 中 、 多 く の 入 
園 者 か ら の 祝福 を 受け た 結婚 式 で し た 。 ご この 4 組 
の カッ プル は 「 初 め て の デー ト で 来 た か ら 」「 シ 
ー ワ ー ル ド が 大 好き で 何 回 も 来 て いる か ら 」 とい 
っ た 思い 出 を 持っ て いて 、 そ の 思い 出 を か み し め 
る か の よう に 区 い の 言葉 を 述べ 、 指 輪 を 交わ し て 
いま し た 。 今 後 も 鴨川 シー ワー ルド で の 出会い が 
生涯 忘れ られ な い 思 い 出 に な る よう に 、 心 を こめ 
て お ま 伝 いし た いと 思っ て いま す 。 (山口 真吾 


人 @ 白 い タ カ ア シ ガニ 


1 月 10 日 に 鴨 
川 池 の 水 深 250 
m の 展 刺し 網 漁 
で 体 色 が 白い 
カ ア シ ガニ ( 四 
長 18.8cm、 体 
重 1.7KO、 メ ス 、 
写真 右 ) が 捕獲 
4 まだ 。。 
の タカ アシ ガニ は 、 体 の 一 部 に 赤い 色 が 少し 残 つ 
て いま す が 、 甲 世 な ど は 全体 に 白く 、 昌 化 個体 
(アル ビ ノ ) と 思わ れ ま す 。 秋 類 の 白化 個体 は ニ 
ジマ ス や メダ カ な ど で よ く 知 られ て いま す が 、 カ 
二 類 で は イシ ガニ や ガザ ミ な ご 約 10 種 類 が 報告 さ 
れ て いる だ け で 、 タ タカ アシ ガニ で は 初め て で す 。 
現在 、 他 の タカ アシ ガニ と 同じ 水 そ う で 展示 し て 
いて 、 白い 体 色 が ひと きわ 目立っ て いま す 。 沈 後 、 
成長 に 伴っ て 脱皮 を し 、 白 い 甲 苺 を 脱ぎ 捨て た 後 
に 、 体 色 が どう 変化 する の か 大 変 興味 深い と ころ 
Po (齋藤 純 康 ) 


@ 力 マイ 908 和 


3 月 20 日 、 東 匠 記 
京 注 の 入口 に あ 
る 定置 網 に 迷い 5 ーー 5 -) 夫 PS 
込ん で し まっ た 著 
カマ イル カ の ず 
ども 1 頭 (体長 
190cm、 体 重 
8 ら 1KO。 オ え ) 
を 保護 し まし た 。 
春先 、 カ マイ ルカ の 群れ が エサ の イワ シ を 追っ て 
東京 洲 へ 入っ て くる こと が あり ます 。 こ の カマ イ 
ルカ は 、 ヤ セ て 衰弱 し て いた た め 輸 送 に は か な り 
気 を つか いま し た 。 通 常 で は わずか 1 時 間 の 距離 
で す が 、 イ ルカ の 体 が 乾 か な いよ うに 途中 で 何 度 
も トラ ッ ク を 停車 させ 、 イ ルカ に 水 を 掛け な が ら 
慎重 に 運び 、 無 事 に イル カプ ー ル へ 収容 する 事 が 
で きま し た 。 十 分 お 治療 の 結果 、10 日 後に は 係員 
の まま か ら エ サ を 食べ る まで に 回 復 し まし た 。 受 で 
は 新しい 環境 に も な れ 、 他 の イル カ た ちと 元気 に 
過ごし て いま す 。 (井上 陸 ) 


